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研 究 会 報 告 
 
2012 年 3 月 1 日（木） 公開シンポジウム報告 
テーマ： 撮る・書く・話すのいま～自主規制と公権力の介入を考える 
報告者： 河合幹雄、田原総一郎、嶋田開、山田健太（所員） 
時 間： 18：30～20：30 
場 所： 神田 731 教室 
参加者数：220 人 
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河合：権力は、作品の是非を調べているのではなく、ビデ倫を潰そうとしたのではない
か。 
田原：業界とともに作品管理をする警察にとって、業界の自主規制があった方が便利な
のに、何故、ビデ倫を潰したのか。業界は、警察 OB の再就職先、天下りの受け皿なのに、
何故、潰したのか。そもそも猥褻とエロティシズムの境目は、どこにあるのか。性器が見
えるか見えないかという問題か？ 日本ペンクラブは、どう判断しているのか。 
河合：法律上、猥褻とエロティシズムの境目は、ない。警察の解釈次第ということだ。
最終的には、裁判所が決めているのが実情だ。 
山田健太：猥褻とエロティシズムの境目は、作者が自分で判断するべきものだ。自主規
制で済む問題を警察が勝手に猥褻とエロティシズムの境目に線を引いてしまった。また、
裁判所も、それを易々と追認してしまった。 
河合：アメリカは、罪刑法定主義。日本は、曖昧。表現の自由以前の問題である。 
島田：過度の表現が権力の介入を招くので、介入させないために業界は自主規制をして
努力してきた。 
 
○言論表現の自由を守るのは、最後は世論 だらしないマスメディア 
田原：警察は、余計なことをした。ビデ倫を潰してなんになるのか。さらに、裁判所が、
それを追認して、ビデ倫に有罪判決を出してしまった。警察より裁判所が問題だ。ビビっ
て、「無難な（無責任な）」追認判決を出してしまった。きちんと批判をしないマスコミも、
だらしがない。最後は、国民が動くしかない。世論が最後に正す。 
河合：裁判所が、警察や検察を正すべきだ。マスコミも問題。官の情報を貰って、垂れ
流すのではなく、自ら調査をしてしっかりした事実報道をして欲しい。マスコミに節操が
ない。正しい情報が、国民に伝わっていない。「無難」を変えさせるのは世論の力が必要
だ。それを後押しするのはマスコミのはずなのに、メディアはその役割を果たしていない。 
田原：表現の自由は、勝ち取るもの。闘う必要がある。 
山田：ペンクラブには、「声明」しか無い。しかし「言葉の力」を信じたい。 
島田：ペンが、ことあるごとに出してくれた声明が、大きな力になった。今回のビデ倫
に対する警察の捜査を実際に体験させられた身にとって、えん罪事件の捜査も、こういう
風にしてやられたのではないかと思った。 
記録：大原雄（作家）、山田健太（所員） 
 
 
